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電子契約の国内標準 / シェアNo.1

クラウドサインと電子契約業界の今



2015年10月19日　クラウドサインリリース



2015年10月19日　クラウドサインリリースクラウドサインを創った想い  

弁護士として、 
様々な想いでこのサービスを創りました。 

Googleハッカソン参加時の私 



クラウドサイン誕生前の取引実務
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日本に根強く残るハンコ文化

弁護士
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昨年からの電子契約に関する大きな変化
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電子契約の課題と今後すべき事
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大企業を中心に利用浸透、75%超の浸透度

⽇本情報経済社会推進協会（JIPDEC）、アイ・ティ・アール（ITR）2021年3⽉18⽇調べ「企業IT利活⽤動向調査2021」



脱ハンコ。去年は社内決裁、今年は契約締結・保管

⽇本情報経済社会推進協会（JIPDEC）、アイ・ティ・アール（ITR）2021年3⽉18⽇調べ「企業IT利活⽤動向調査2021」



⽇本情報経済社会推進協会（JIPDEC）、アイ・ティ・アール（ITR）2021年3⽉18⽇調べ「企業IT利活⽤動向調査2021」

社内と取引先への説明コストが課題



⽇本情報経済社会推進協会（JIPDEC）、アイ・ティ・アール（ITR）2021年3⽉18⽇調べ「企業IT利活⽤動向調査2021」

電子契約、本格普及してきたからこそ課題は増加中



電子契約の現状とその課題

① 大企業を中心に電子契約導入は進んだ
が、本格期は今年以降。 

② しかしながら導入企業も自社・取 
    引先の浸透に課題が残る。自社の 
    みでなく取引先と利用するサービ 
    スの特性と根強い商慣習が理由。 

③ その課題は本格導入期を迎え、 
　 年々増加中である。



① 大企業を中心に電子契約導入は進んだが、本格期
は今年以降。 

② しかしながら導入企業も自社・取引先の浸透 
　 に課題が残る。自社のみでなく取引先と利用 
　 するサービスの特性と根強い商慣習が理由。 

③ その課題は本格導入期を迎え、年々増加中で 
　 ある。

2021年現在の課題2015年当時の課題

① クラウドサインで締結しても法務省による商業登
記が審査対象にならない（現在は法務省の指定を
受けて解決） 

② クラウドサインで利用できない契約類型があ 
　 る。特に派遣契約、賃貸時の重要事項説明、 
　 労働条件通知書（現在は法改正により解決） 

③ クラウドサインは電子署名法に準拠していな 
　 い（現在は法解釈の変更により解決）

　当時に比べたら、比較的容易な課題。解決できる。



クラウドサイン導入・活用の課題解決策の普及策 ①



クラウドサイン導入・活用の課題解決策の普及策 ②



クラウドサイン導入・活用の課題解決策の普及策 ③

・電子契約に関する市場及び業界動向の研究 

・企業・行政機関における電子契約普及・拡大
を阻害する課題の特定、及び対策内容の研究 

・企業・行政機関が電子契約を利用・拡大する
ための研究、及び研究内容の発表 

・法務部門における電子契約システムの導入・
全社運用に向けた拡大のマニュアル作成、及び
その発表 

・「クラウドサイン」の運営によって蓄積され
た知見の集約、及びその公表



大企業に向けた、社内改革/DXプロセスの専門家組織



電子契約を導入したけど定着ができない企業向けの 
定着化に特化した「支援コンサルティングプログラム」



① 大企業を中心に電子契約導入は進んだが、本格期
は今年以降。 

② しかしながら導入企業も自社・取引先の浸透 
　 に課題が残る。自社のみでなく取引先と利用 
　 するサービスの特性と根強い商慣習が理由。 

③ その課題は本格導入期を迎え、年々増加中で 
　 ある。

2021年現在の課題

　 
　クラウドサインが行う具体的提案 

　① 日本全国地域に、あまねくクラウドサインの存在を 
　　 周知。書籍の発刊を断続的に実施。 

　② クラウドサイン総研を設置し、クラウドサイン定着 
　　 化における課題とその解決方法の研究とその発表。 

　③ 上記知見を活かした、DXに特化したアセスメント 
　　 コンサルティングサービスの実施。 

　④ そして圧倒的に優れた製品。本年大型アップデート



契約管理の再発明
契約決裁の再発明
実印の再発明



法務がガバナンスを効かせながら
事業部が適宜閲覧できる整理

契約管理の再発明



2021年提供開始予定 
契約に特化した書類閲覧管理機能
キャビネット機能

契約管理の再発明
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契約を送るとき, 受け取るとき
双方のワークフローという観点

契約決裁の再発明



2021年度提供開始予定 

契約書類を受信時の“無権代理” 承認を防止
受信時ワークフロー

決裁の再発明
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事業者署名型を広めたクラウドサインの、
当事者型への挑戦

実印の再発明



2021年度提供開始予定 

マイナンバーカードを活用した当
事者署名型電子署名

実印の再発明
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実印の再発明
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契約管理

これからの100年、クラウドサインの３つの再発明

契約決裁 実 印
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クラウドサインのポジショニング

取引先企業・行政機関でのセキュリティ基準・認知度から 
最も「締結率の高い」電子契約サービスへ




